
 

令　和　７　年　度　　川　内　南　小　学　校　　総　括　評　価　表　３【健やかな体】 

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価 次年度への課題と 
 

重点課題 重点目標 評価指標と活動計画 評　　　　　価 学校関係者の意見 今後の改善方策

  評　価　指　標  評価指標による達成度  総　合　評　価 ○登校後や休み時間、外 ・基礎体力（筋力・持久
     　に出て遊んでいる児童 　力・柔軟性）の向上を

 Ⅲ)　健やかな体 １　児童・保護者アンケートによる「運動」の達 ・「運動」の達成率は児童９１％、保護者７２％で、児童 （評定） 　がたくさんいることは、　図ることが課題であ　
  　成率８０％以上 　は指標を達成したが、保護者は指標を下回った。  　継続してほしい。 　る。継続的な運動習慣
  　　新体力テストの総合評価Ａ・Ｂの児童の割合 ・新体力テストの実施し、２８％の児童が総合評価Ａ・Ｂ   　を身につけ、体力全体
  　３５％以上 　だった。  ○休み時間、他学年の児 　の底上げを目指す必要

   　童と遊ぶ機会が増えて 　がある。準備運動に体
  ２　児童・保護者アンケートによる「早寝・早起 ・「早寝・早起き」の達成率は児童７５％、保護者７１％  　いるようで、活発に運 　幹トレーニングやスト
運動する子 １　進んで運動しようとす 　き」「朝ごはん」の達成率８０％以上 　であり、指標にはとどかなかったが、２１時までに就寝  　動するようになってい 　レッチ、持久走などを
としない子 　る意欲や、一人ひとりに                           　する児童が増えた。  　る。 　継続的に取り入れてい
の差が大き 　応じた体力・運動能力の ・家庭の協力もあり、「朝ごはん」の達成率は児童９２％   　く。 
く、学年に 　向上を図る。 　保護者９０％と、指標を大きく上回った。 ○休日前夜は、つい夜更  
応じた体力     　かししてしまう。朝も ・運動の達成率につい　
が身につい  ３　児童・保護者アンケートによる「安全」の達 ・「安全」の達成率は児童９６％、保護者９８％と指標　 （所見） 　遅くなりがちである。 　て、児童と保護者の間
ていない児  　成率８０％以上 　を上回った。 　重点目標①につい  　に認識の乖離が見られ
童がいる。   ・「防災」の達成率は児童９５％、保護者９７％と指標　 て、特に高学年におい   　た。これは、児童が運
 ２　運動習慣の確立と望ま 　　児童・保護者アンケートによる「防災」の達 　を上回った。 て、運動が得意で体力  　動だと考えている活動
 　しい生活習慣の形成を図 　成率８０％以上 ・地域の方と一緒に、東校舎屋上への避難訓練を行った。 を向上させている児童 ○「朝ごはん」の指標が、 （外遊び、掃除、登下校
 　る。 　　二次避難や引き渡し等を含めた避難訓練や幼 と、そうでない児童と 　昨年度より下回ってい 　の徒歩移動など）を保
  　稚園や地域との合同訓練を年１回は実施する。 の二極化が進んでい 　る。次年度の課題であ 　護者が運動として認識
  る。休み時間に運動遊 　る。 　していないことが一因
  活　動　計　画  活動計画の実施状況  びにチャレンジするこ 　　 　と考えられる。今後は、

    とが重要であり、児童 ○世代交代もあり、スク 　こうした日常の活動も
 ３　防災・安全教育の充実 １　学習の場の設定を工夫し、体育の授業中にお ・授業の前半に持久走やおにごっこなどを取り入れ、運動 に楽しさを感じさせる 　ールガードのなり手が 　運動につながることを

   　に努め、緊急事態発生の 　ける運動量の確保に努める。 　量の確保に努めた。 機会を増やすことが必 　減ってきている。取組 　保護者へ発信してい　
   常時及び災 　際に適切な行動がとれる 要である。また、体力 　方も含め、今後の課題 　く。

   害 発 生 時 　ようにする。 　　新体力テストを全学年実施し、体力向上の意 ・新体力テストを全学年実施し、体力向上の意欲を高める テストでは、筋力・持 　である。
に、自分の 　欲を高めるとともに、体操・水泳・陸上・長距 　とともに、体操・水泳・陸上・長距離走の大会への参加 久力・柔軟力・体力に  ・「ぐっすりすっきりチ

   命を自分で 　離走の大会への参加を奨励する。 　を奨励した。 課題が見られた。 ○徒歩通学の児童が増加 　ャレンジ」や「ノーメ
守ろうとす 　　教職員間で新体力テストの計測、練習方法に    教職員間で新体力テストの計測、練習方法について広め 　するよう、今後も児童 　ディア」など睡眠に特

 る意識を高 　ついての研修を行い、効果的な方法について共 　た。 　重点目標②について 　が主体になってすすめ 　化した内容を継続し発
 　有を図る。 朝ご飯を食べることが 　る「学校へ歩いて１５ 　展させる。

できている児童は多 　０（いこう）＋１運動」  
２　体育的行事との関連を図り、外遊びを奨励す ・縦割り班での活動や委員会活動によって、外遊びを奨励 い。就寝時間に関して 　の取組を通じて、徒歩 ・児童が自分たちで就寝

 　ることによって、体力の向上に努める。 　し、体力の向上に努めた。  は昨年度より改善が見 　通学をさらに推進して 　時間や起床時間を決め
   られた。しかし、授業 　ほしい。 　る機会を設け、自律的

 　　児童の生活習慣の調査を行い、家庭への啓発 ・生活アンケートを２回行い家庭への啓発　連携を進め、 中に寝ている児童も見 　な生活習慣の確立を促
   　連携を進め、基本的な生活習慣の定着を図る。 　基本的な生活習慣の定着を図ることができた。 受けられ、睡眠不足が ○はぐぐみの会での防災 　す。

   影響を及ぼしているこ 　学習を通して、地域の
３　ゲストティーチャーの活用 ・ゲストティーチャーを招き、救急救命講習やヴォルティ とが確認された。今後 　方と一緒に、東校舎屋 ・楽しさや不快にならな

　ス教室、食育、薬物乱用防止教室を実施し、児童の健康 は、睡眠時間の確保と 　上への避難訓練を行う 　いことを重視した体育
　意識を高めるとともに、教職員も含めた対応力の向上を 生活習慣の改善に向け 　ことができたのは、大 　も大切だが、児童が他
　図った。 た取り組みを強化する 　変有意義であった。今 　で体力をつける機会が

 必要がある。 　後も、学校と地域が手 　少ない現状を踏まえ、
 　を取り合って、防災学 　しっかりと体力を向上

 　重点目標③について 　習を進めていきたい。 　させる運動にも取り組
「安全」「防災」につ 　そして、いざというと 　んでいく必要がある。

 ４　学校防災計画や学校防災管理マニュアルの改 ・学校内の遊具の安全確認を行い、安全な環境を整えた。 いては、指標を上回る 　きに自らの命を守る具 　特に、シャトルランの
 　善に努め、児童の安全を確保するための組織や ・消火器マップを作成し、防災対策の強化を図った。 成果があり、避難経路 　体的な行動をとること 　成績が伸び悩んでいる

  　体制づくりを進める。 ・避難訓練を年間２回実施し、防災意識を行った。 を確認することができ 　ができる児童を育てて 　ことから、持久力を高
　　さまざまな状況に応じた避難が迅速に行える ・川中防災委員会と連携し、地域と協力した防災活動を行 た。また、学校の屋上 　ほしい。 　める運動を意識的に取
　よう、地域や児童の実態に応じた避難訓練を実 　った。 へ第二避難することが 　り入れ、体力の向上を

  　施する。 できた。 　図っていく。
    遊具の月１回の教員による安全点検及び児童
　への遊具の安全な使用方法について周知する機
　会を設ける。
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